
派遣主旨

弊センターでは、中国の港湾物流事情の視

察を通じ、当地方と中国の経済往来の発展に

資するべく、本視察団を派遣しています。本

年は、河北省滄州市と浙江省寧波市、舟山市

を訪問します。

滄州市は、天津市まで高速鉄道で約２0 分

の地にあり、古くから「武術の里」として知

られ、また中国駐名古屋総領事館の葛広彪総

領事が副市長を務めた前任地でもあります。

主要産業は化学・機械・繊維・サービス業な

どで、同市に約 280 社の外資企業が既に進

出しております。物流面では、黄驊港が中国

とオランダのロッテルダムを結ぶユーラシアランドブリッジの最短路線の起点となることで注

目され、日本への航路はまだ通っていないものの、石炭輸出は中国第 2 位で、昨年の貨物取扱量

は 1.2 億元、コンテナ取扱量は約 50 万 TEU と徐々に規模が拡大しております。

浙江省を代表する寧波・舟山港の貨物取扱量は 8.9 億㌧と 7 年連続で世界第 1 位となり、コ

ンテナ取扱量も 2,063 万 TEU と、香港を抜いて世界第 4 位となりました。更に第 13 次 5 カ

年計画では、2020 年までにコンテナ取扱量を 2,600 万 TEU 以上に引き上げ、輸出入総額を

1,200 億米㌦超にすると発表しており、今後も更なる成長が期待されます。

同団では港湾視察以外にも、その背後地における経済、産業、物流情況を視察し、現地状況の

理解を深める予定です。

募集要項

企 画：一般社団法人東海日中貿易センター （東海日中海運懇話会）

団 編 成：団 長 飯谷 達夫 東海日中海運懇話会 会 長（伊勢湾海運㈱ 専務取締役）

団 編 成：副団長  飯田 輝智     同上     副会長（名港海運㈱ 常務取締役）

団 編 成：団 員  25 名

視察期間：2016 年 10 月 30 日（日）～11 月 5 日（土） 6 泊７日

訪問都市：河北省滄州市、浙江省寧波市、舟山市

参加費用：エコノミークラス 489,000 円 ビジネスクラス 639,000 円

※上記クラス設定は国際線（中部／天津 間及び上海／中部 間）のものです。

国内線アップグレードは別途約 4 万円の追加料金がかかります。

申込方法：申し込み用紙を 9月23日(金)までにFAX或いはＥ-mailにてお申し込み下さい。

支払方法：手配旅行社である日中平和観光株式会社より請求書を郵送申し上げます。

団員会議：出発までに団員会議開催を予定しています。詳細は参加者に事前にご案内します。

中国港湾物流視察団 募集要項
～注目される「黄驊港」と世界有数の大型港湾「寧波・舟山港」を視察～

河北省滄州市黄驊港

浙江省寧波・舟山港



2016 年 中国港湾物流視察団 日程案

                                   月 日 時 間 活 動 予 定                                    

1 10 月 30 日

（日）

11：00

13：25

中部国際空港   発  JL841

天津濱海国際空港 着 →滄州市へ 滄州泊

2 10 月 31 日

（月）

終 日 ①河北省滄州渤海新区管理委員会 訪問

②滄州市渤海新区 訪問

③黄驊港 視察 滄州泊

3 11 月 1 日

（火）

終 日 ④河北省滄州市経済開発区 訪問

⑤企業視察 滄州泊

4 11 月 2 日

（水）

移 動 天津濱海国際空港 発

上海虹橋空港  着 →寧波市へ 寧波泊

5 11 月 3 日

（木）

終 日 ⑥寧波港集団有限公司 訪問

⑦寧波港、梅山港港区、CT 視察 寧波泊

6 11 月 4 日

（金）

終 日 舟山市へ移動（バス）

⑧舟山港股份有限公司 訪問

⑨舟山港 視察 寧波泊

7 11 月 5 日

（土）

午前

17：30

20：55

上海市へ移動（バス）

上海浦東国際空港 発  JL884

中部国際空港   着  解散

※訪問先及びスケジュールは変更する可能性があります。  JL：JAL（日本航空）

お問い合わせ（事務局）

一般社団法人東海日中貿易センター  担当：石原、佐合

住 所：名古屋市中区栄 2-10-19 名古屋商工会議所ビル６階

ＴＥＬ：（０５２）２１９-４８２０

ＵＲＬ：http://www.tokai-center.gr.jp  Ｅ-mail：gyoumu@tokai-center.gr.jp

手配旅行社：日中平和観光株式会社 名古屋支店 担当：河合

住 所：名古屋市中区錦２丁目１５-２2 りそな名古屋ビル

ＴＥＬ：（０５２）２１１-４０６６

ＵＲＬ：http://www.nicchu.co.jp



↑（一社）東海日中貿易センター行  ＦＡＸ：０５２－２１９－４８２３ ↑

中国港湾・物流視察団参加申込書            ２０１６年  月  日

参加者氏名 ふりがな

邦文

生 年

月日

19    年    月   日

（満 才）

英文

会社・団体名

邦文 部署･役職

英文

事業内容・取扱品目

参加者勤務場所 〒

ＴＥＬ（   ）  －     ＦＡＸ（   ）  －

Ｅ-mail

渡航中の連絡先 担当者名

所属・役職 ＴＥＬ：（   ）  －

参加者現住所

（自宅）

〒

ＴＥＬ（   ）  －

渡航中の連絡先（ご家族氏名）

参加者携帯番号 日本の携帯番号：

中国で使用する携帯番号：

パスポート 有 ・ 無   （６ヶ月以上の有効期限が必要）

パスポートＮＯ 発行年月日

国際線

ビジネスクラス
利用する   ・    利用しない

中国国内線

ファーストクラス
利用する   ・    利用しない

現地参加

希望する   ・   希望しない

喫  煙 する     ・    しない

備 考 欄

（中国現地参加

での合流タイミ

ング等）

＜お願い＞

本申込用紙のほか、パスポートコピー、②顔写真（名簿作成用、ネクタイ・上着着用のもの）を

Ｅメール（gyoumu@tokai-center.gr.jp)にてお送りいただきますようお願いします。


